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平成27年

３月定例会

　

市
長
不
信
任
決
議
は
否
決

4

あらまし

専
決
処
分
の
報
告

　

公
用
車
の
事
故
、
道
路
管
理

に
お
け
る
和
解
及
び
損
害
賠
償

額
の
報
告
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。

字
区
域
の
変
更

　

団
体
営
古
巻
中
部
土
地
改
良

事
業
の
施
行
に
伴
い
、
地
区
内

の
土
地
の
区
画
及
び
形
状
を
改

め
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

協
議

　

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

は
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

条
例
の
制
定

　

庁
舎
建
設
の
財
源
に
充
て
る

た
め
の
庁
舎
建
設
基
金
条
例
は
、

多
数
決
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
、
指
定
介
護
予

防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
、

工
場
等
設
置
奨
励
条
例
、
公
園

条
例
な
ど
の
条
例
制
定
は
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
廃
止

　

渋
川
地
区
商
工
業
振
興
基
金

条
例
、
勤
労
者
住
宅
建
設
等
資

金
利
子
補
給
条
例
、
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
融
資
資
金
の
預

託
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
は
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

　

教
育
委
員
会
の
委
員
に
高
橋

秀
和
氏
（
北
橘
町
）
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に

町
田
久
氏
（
渋
川
）
、
飯
野
英

世
氏
（
伊
香
保
町
）
、
田
子
和

夫
氏
（
赤
城
町
）
、
監
査
委
員

に
安
カ
川
信
之
氏
（
渋
川
）
を

全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
野
村
勝
代

氏
（
小
野
子
）
、
南
雲
早
苗
氏

(

赤
城
町
）
、
町
田
勝
茂
氏(

北

橘
町
）
、
浦
澤
廣
子
氏
（
北
橘

町
）
を
全
員
一
致
で
推
薦
し
ま

し
た
。

条
例
改
正

　

行
政
手
続
条
例
、
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
、

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
、

市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
及
び

旅
費
支
給
条
例
、
特
別
会
計
条

例
、
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
条
例
、
徳
冨
蘆

花
記
念
文
学
館
条
例
、
体
育
施

設
条
例
、
保
育
所
条
例
、
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基

準
に
関
す
る
条
例
、
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

　

平
成
27
年
２
月
８
日
の
渋
川
市
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
し
た
22
名
の
議
員
に
よ
る
初
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
27
日
ま

で
の
25
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び
11
の
特
別
会
計
、
２
事
業
会
計
予
算
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
条
例
の
改
正
や
制
定
は
全
員
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
不
信
任
決
議
、
入
札
審
査
会
委
員
長
に
よ
る
不
正
事
件
の
調
査
に
関
す
る
決
議
は
い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

古巻中部土地改良

一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
３
５
２
億
１
４
０
０
万
円
で
成
立

料金が改定になる
徳冨蘆花記念文学館駐車場
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平成27年度予算書

の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
、
小

口
資
金
融
資
促
進
条
例
な
ど
の

一
部
改
正
は
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
、
市
立
幼
稚
園
保
育
料

等
徴
収
条
例
、
通
学
バ
ス
条
例
、

介
護
保
険
条
例
な
ど
の
一
部
改

正
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。　

補
正
予
算

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
１
億
２
９
４
８
万
２

０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
３

８
３
億
６
５
１
５
万
９
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
理

由
は
、
平
成
27
年
度
へ
繰
り
越

す
こ
と
を
前
提
に
、
国
の
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め

の
交
付
金
を
活
用
す
る
も
の
、

ま
た
昨
年
２
月
の
豪
雪
に
よ
る

被
災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成

支
援
事
業
な
ど
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
、
介
護
保
険
、
小
野
上

温
泉
事
業
、
下
水
道
事
業
、
農

業
集
落
排
水
事
業
、
個
別
排
水

処
理
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
補

正
予
算
、
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
は
、
す
べ
て
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
予
算

　

一
般
会
計
は
総
額
３
５
２
億

１
４
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比

１
・
３
㌫
の
減
額
で
す
。
市
債

（
借
金
）
は
前
年
度
よ
り
６
億

５
５
４
０
万
円
増
の
56
億
５
４

０
万
円
と
な
り
ま
す
。
人
件
費

は
、
組
織
機
構
改
編
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
か
ら
２
億
２
２
２

２
万
円
削
減
で
き
ま
す
。
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　

後
期
高
齢
者
医
療
、
農
産
物

直
売
事
業
、
伊
香
保
温
泉
観
光

施
設
事
業
、
小
野
上
温
泉
事
業
、

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
事
業
、
下

水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事

業
、
個
別
排
水
処
理
事
業
、
簡

易
水
道
事
業
な
ど
の
特
別
会
計

予
算
、
水
道
事
業
会
計
、
病
院

事
業
会
計
は
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険

な
ど
の
特
別
会
計
予
算
は
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

　

渋
川
総
合
病
院
跡
地
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
市
議
会
と
し
て

研
究
が
必
要
な
た
め
特
別
委
員

会
の
設
置
に
関
す
る
決
議
、
市

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
不
信
任
決
議
は
、
記
名

投
票
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
札
審
査
会
委
員
長
に
よ
る

不
正
事
件
に
関
し
て
、
調
査
が

必
要
と
す
る
入
札
審
査
会
委
員

長
に
よ
る
不
正
事
件
の
調
査
に

関
す
る
決
議
は
、
賛
成
少
数
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

各会計予算
項目 今年度予算 前年度予算
一般会計 352億1,400万円 356億8,600万円

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定）111億9,648万円 101億4,155万円

国民健康保険
（診療施設勘定）

1億3,772万円 1億3,898万円

後期高齢者医療 9億8,396万円 9億7,741万円

介護保険 79億2万円 78億1,344万円

特別養護老人ホーム事業 廃止 2億8,500万円

農産物直売事業 445万円 505万円

伊香保温泉観光施設事業 9,209万円 1億752万円

小野上温泉事業 3,490万円 3,471万円

交流促進センター事業 692万円 1,496万円

下水道事業 22億8,911万円 20億1,222万円

農業集落排水事業 16億9,019万円 19億206万円

個別排水処理事業 3,274万円 3,504万円

簡易水道事業 3億2,980万円 3億487万円

事
業
会
計

水道事業会計

収益的支出 16億3,092万円 16億4,760万円

資本的支出 13億4,817万円 11億7,144万円

病院事業会計

収益的支出 18億9,057万円 19億2,522万円

資本的支出 6,449万円 1億9,385万円

１　総合計画重点プロジェクトの推進
  (1)観光ネットワークの創出
  (2)中心市街地の活性化
  (3)道路・橋りょう整備の推進
２　重点基本施策の推進
  (1)人口減少対策の推進
  (2)地域医療の充実
  (3)スポーツの振興による地域活性化
３　企業誘致や農畜産物のブランド化の推進による地域産業の
　　振興
４　誰もが生き生きと暮らせる地域福祉の充実と子育て環境の
　　整備
５　教育環境の充実と地域文化の活用　  
６　自然と共存する循環型社会の構築と災害に強いまちづくり
　　の推進
７　市民と行政の協働によるまちづくりの推進 

平成２７年度予算編成方針の重点項目
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　副市長が官製談合防止法違反、公契約関係競売入札
妨害及び加重収賄容疑で逮捕され、市政を混乱させ、
市民の期待を裏切った。市長は任命権者としてこの責
任は極めて重大であり、誠に遺憾の極みであるため。

　入札審査会委員長による不正事件に関して、市議会と
しての調査が必要であると考えるため。

○提案理由
(提出者・南雲議員　賛成者・加藤議員、田邊議員、角田議員)

○提案理由
（提出者・角田議員　賛成者・加藤議員、南雲議員、田邊議員）

○反対討論 （入内島議員）
・警察が捜査をしている中で、100条委員会を設置してどのよう
　な調査をするのか理解できない。

○賛成討論 （南雲議員）
・入札審査会のトップが漏えいした責任は追求していく必要がある。
・予定価格の安全を確保するための危機管理問題も調査すべき。

◎市長に対する不信任決議を否決

◎入札審査会委員長による不正事件の調査に関する決議も否決

賛成（６人） 反対（１６人）
田邊　寛治 池田　祐輔 安ヵ川信之 入内島英明
平方　嗣世 山内　崇仁 今成　信司 茂木　弘伸
加藤　幸子 細谷　　浩 丸山　正三 望月　昭治
須田　　勝 星野　安久 篠田　德壽 石倉　一夫
南雲　鋭一 山﨑　正男 中澤　広行
角田　喜和 今井　五郎 山﨑　雄平


